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映像事象の系列的編集

一編集過程の分類と分析一
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Sequentia1editingofpictoria1events：Ac1assificationandana1ysisoftheprocessofsequentia1
editing．

Hiroki　Yamamoto　and　Kazuaki　Sugihara（Institute　of　Psychology，University　of　Tsukuba，Ibaraki，

305，J・pa・）

　　Sequencia1editing　of　pictorial　events　was　investicated　by　means　of　the　picture　arrangement

test．On　the　basis　of　patterns　made　during　the　sequencia1editing　process，four　ed量ting　patterns

wereidentified：ananticipation＋integration＋㎜odificationpattern，ananticipation＋integration

pattern，an　integration　dependency　pattern，and　an　integration＋modification　pattern．And　the

effect　of　cognitive　requirement　on　the　sequencia1editing　was　ana1ysed．The　resu1ts　showed　that

the　c1earness　of　tempora1－causa1consistensy　had　an　effect　on　the　sequencia1editing．
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目　的

　TV番組，紙芝居，漫画のような映像事象（pictoria1

eVent）では，場面系列がカット技法により寸断さ

れている（Co11ins，1983；無藤，1987；山本，1990a）．

例えば，アニメ番組の場合，カット1発生率は10cec

あたり2．3回であり，時代劇の場合では1．2回である

（山本，1991）．また，紙芝居でも映像事象が十数

回のカットがなされ，相応の枚数に映像事象が分割

されている．

　このように，映像事象はカットのような形式的特

徴を有している．そして，実際，形式的特徴の理解

が映像事象の理解に影響を及ぼすことも知られてい

る（Smith，Anderson＆Fischer，1985）、そのため，

映像事象の理解とは「カッティングによって寸断さ

（1）ここで「カット」とは総称的な意味で用いられて

いる．つまり，事象の連続性を中断する人工的な技法
をカットと呼ぶことにする．そのため，ここで言うカッ

トには，CFも含まれることになる．

れた個々の場面から，その基底にある時間因果的一

貫性を認知すること」であると考えられ（Jenkins，

Wa1d＆Pittenger，1978；1986），視聴者が先行場面

から後続場面を予期したり，先行場面と後続場面を

統合したり，先行場面と後続場面の関係を修正した

りして，個々の場面を系列的に編集（SequenCia1

editing）していく過程であると考えられる．

　山本（1990b）は，絵画配列課題を用いて，映像

事象の理解を視聴者の系列的編集という観点から検

討した．大人の被験者に絵画を一枚づつランダムに

継時提示し，それらが時間因果的に一貫するように

配列させた．また，絵画配列の過程で，絵画が台紙

上に配置されるか，あるいは既に配置されている絵

．画が再度配置し直された時点をもって，編集単位が

終了したものと考え，絵画配列過程をこれらの編集

単位の系列として考えた．そして，絵画配列過程は，

縦軸が試行の順序（T），横軸が台紙の位置（P），

矢印が修正の方向と位置を表すシートに記録され
た．

　このような絵画配列過程の分析により，系列的編’
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集のための機能単位が同定されると同時に大人の編

集過程の大枠が示された．大人では，系列的編集の

ためq大筋の枠組みを予め立てて（予期），時間因

果的に一貫するように暫定的な編集を行い（統合），

その後，異変（anomaly）が発生し時間因果的一貫

性を阻害すると異変を解消する（修正）という一連

の系列的編集の過程が示された（Fig．1参照）．こ

のような編集過程は，いわば，予期十統合十修正型

の編集過程と命名することができ，大人に特徴的な

編集過程として考えることができる．

　この後の予備的な検討から，大人による編集過程

において，予期十統合十修正型の編集過程以外にも，

いくつかのバリエーションが派生することが認めら

れた．そして，予期と修正の有無の観点から，これ

ら編集過程の分類が可能であるとの推察がなされ

た．というのも，予期が十分に適切であるなら，修

正は必要とされない．逆に，予期が不適切であれば，

修正の関与が必要になる．つまり，予期と修正が互

いに交換関係（trade・off）にあると考えられるため，

一方が十分に機能すれば他方は不必要になるという

点で，予期と修正の有無が分類のための軸になると

考えられる．ここから，映像事象の系列的編集に関

して，四つの型の編集過程が推察される（Fig．2参
照）．

　さて，上述したような四つの編集過程（予期十統

合十修正型と三つのバリエーション）の存在が推定

された場合，どのような条件下で各編集過程が派生

するのかモこれが問題になる、つまり，．なんらかの

認知的要請の違いに応じて，予期十統合十修正型が

他の三つのバリエーションヘとシフトしていくとし

たなら，シフトを派生させる認知的要請を質的に検

討する必要がある．

　本研究では，まず，これら多様な編集過程が存在

することを示すことが第一の目的であった．次に，

それらの編集過程を予期と修正の観点から，分類す

ることが第二の目的であった．そして，さらに，こ

れらの多様な編集過程が，認知的要請に応じてシフ

トすることを示すことが第三の目的であった．

　本研究では，異なった認知的要請をもたらす条件

として，絵画の提示様式を設けた．つまり，映像事

象の発端部を提示する条件（発端部提示条件）と結

末部を提示する条件（結末部提示条件）を設けた．

このように，映像事象の提示様式を異ならせること

により，編集過程が変容することが期待された．実

際，Tversky＆Kahneman（1980）によれば，先行

事象から後続事象を推論する方が，後続事象から先

行事象を推論するよりも容易であることを示し，大

人の推論様式に方向上の不均衡があることを示し

第13号
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Fig．1　大人に特徴的な編集過程
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Fig．2　系列的編集過程の分類

た．彼らの知見幸本研究の文脈に適用するなら，編

集方向の不均衡が系列的編集過程にシフトを生じさ

せることが期待された．

方　法

課題：Fivush＆Mandier（1985），Ne1son（ユ986）

を参考に，5枚の絵画からなる二組の絵画配列課題

を作成した1各絵画は13cm×10cmで，一組には「マ

クドナルドに行く（以下，『マック課題』と略）」映

像事象，もう一組には「スーパーマーケットに行く

（以下，『スーパー課題』と略）」映像事象が描かれ

ていた（Tab1e1参照）．各絵画には，便宜上，順次，

「さ」，「ん」，「し」，「ろ」，「う」と命名された（正

順では，「さ」「ん」「し」「ろ」「う」となる）．
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Fig.3 ~~i~~j~~~E"I (75B~~+i~~~~t~E7T;~t~~rf~) (7)~U 
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P1；P21Pコ；P4；P5 編築単位
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Fig．5　編集過程皿（結末部提示条件）の例

P1：P21P31P4：P5 編築単位
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結果 さ＝ん＝し：ろ＝う 編築過程w

Fig．6　編集過程W（発端部提示条件）、の例

編集過程I（予期十統合十修正型）以外の編集過程

が存在することが示された．従って，大人の編集過

程が多様であることが示された．

3）系列的編集過程の分析

　各被験者の編集過程を分類した結果，Tab1e3に

示すような生起頻度を示した．各条件における編集

過程の生起頻度を分析するため，提示様式（2；発

端部提示条件・結末部提示条件）×課題（2；マッ

ク課題・スーパー課題）×編集過程（3；I・1・

1V）について，弓野（1981）による対数一線形モデ

ル分析（LOG3）を行った．

　その結果，課題と編集過程との交互作用が有意に

認められ，÷ツク課題では編集過程1が有意に多く，

編集過程Iが有意に少なかった（u23（12）＝．761，

SE＝．243，　p＜．01；u23（11）＝一．665，SE＝．244，■

p＜．01）．また，スーパー課題では，編集過程Iが

第13号

有意に多く，編集過程1が有意に少なかった（u23

（21）＝．655，SE＝．244，p＜．01；u23（22）：一

．761，SE＝．243，p＜．01）．しかし，提示様式と編

集過程の交互作用は認められなかった（p＞．05）．

　また，編集過程に関する主効果が有意に認められ，

課題差と条件差に関わらず編集過程wの生起頻度が

少ないことが認められた（u3（3）＝一．568，SE＝
．286，P＜．5）．

　以上の結果は次のように要約された．第一に，課

題と編集過程との間に交互作用が認められ，スー

パー課題では編集過程Iが多く生起し，マック課題

では編集過程πが多く生起した．第二に，絵画の提

示条件は編集過程の生起頻度に効果を及ぼさなかっ

た．第三に，編集過程Iと1が比較的高頻度で生起
し，編集過程1Vはほとんど生起しなかったものの，

編集過程の多棟性が認められた．

　次に，絵画の提示様式の差（発端部提示・結末部

提示）および課題差（マック課題・スーパー課題）

に関わらず，被験者が編集過程をどれくらい一貫さ

せているかを被験者内で分析し，編集過程のシフト

について分析を行った（Table．4参照）．その結果，

編集過程をシフトさせた被験者は14名で，シフトさ

せなかった被験者は10名であった1

　編集過程をシフトさせた被験者について，さらに

分析を行ったところ，ほとんどが編集過程Iと瓦と

の間のシフトであり，編集過程Iとwおよび編集過

程Iと1Vの間のシフトはほとんど年起しなかった．

以上の結果から，編集過程Iと編集過程1の相互交

換的な柔軟性が認められた反面，編集過程1Vの頑健

性が認められた．

　また，編集過程をシフトさせなかった被験者につ

いて，分析したところ，編集過程I，1，1Vともに，

頻度はほ嚇勾等であった．ただし，編集過程1Vの生

起頻度はもともと少数であり（発端部提示条件で4

人，結末部提示条件で3人），その頻度の少なさを

考慮に入れるなら，編集過程wでは，編集過程をシ

フトさせなかった被験者は多かったと言える．

Tab1e3各条件における編集過程の生起頻度（人）

提示条件 発端部提示条件　　結末部提示条件

Tab1e4編集過程をシフトさせた被験者とシフトさせ
　　　　なかった被験者の人数と内訳

課題　マックスーパーマックスーパー

　　　　I
編集過程　I

　　　　皿

　　　　］V

2
8

2

9
1

2

2
9

1

7
3

2

シフトさせ　シフトさせな

た被験者　　かった被験者

　　　　　I　　4　I一皿　11
編集過程　　皿　　4　I－1V　　1

　　　　　1V　　2　1－1V　　2



考　察

山本・杉原：映像事象の系列的編集

　本研究の結果から，映像事象の系列的編集過程が

全て一様な過程ではなく，多様な過程であることが

示された．そして，予期と修正の有無の観点から，

編集過程が四つに分類された．

　そして，提示様式による効果は認められなかった

ものの，課題差がもたらす認知的要請に応じて，編

集過程にシフトが認められた．ただし，先述したよ

うに，スーパー課題とマック課題との間には，場面

間の時間因果的関係の明瞭性において潜在的な差異

が存在しており，スーパー課題の方がマック課題に

比べて，場面間の時間因果的関係が不明瞭であると

考えられていた．言い換えるなら，マック課題はスー

パー課題に比べて，場面間の時間因果的関係がより

明瞭な課題であったと考えられる．よって，以下に

おいては，場面間の時間因果的関係の明瞭性がもた

らした認知的要請に対して，各編集過程間のシフト

がどのような影響を受けたのか，この点に絞って考

察を行うことにする1

　スーパー課題では編集過程I．（予期十統合十修正

型）が多く，π（予期十統合型）が少なく生起し，

一方，マック課題では編集過程Iが多く，Iが少な

く生起した．つまり，場面間の関係が明瞭な時には

編集過程1が多く，場面間の関係が不明瞭な時には，

編集過程Iが生起することが認められた．ここから，

場面間の時間因果的関係の明瞭性がもたらした認知

的要請に従って，編集過程Iと編集過程1との間に

相互交換的なシフトが認められたと考えることがで

きる．また，編集過程w（修正十統合型）について

は，課題差に関わらず，一定して生起頻度が少なかっ

た．ここから，場面間の明瞭性という点で，編集過

程wの生起は影響を受けないことが認められた．

　さてここで，上記の結果を踏まえ，編集過程Iと

編集過程1の特徴づけを行ってみる．第一に編集過

程Iと編集過程1に関しては，違いは修正の有無に

ある．換言すれば，編集過程Iが予期と統合と修正

から成る編集過程であるのに対し，編集過程1は予

期と統合から成る編集過程である．予期と修正が交

換関係にあることから，編集過程Iは1に比べて，

修正を含む分，予期への依存が相対的に低い編集過

程であると言える．一方，編集過程1は，修正を含

んでいない分，編集過程Iに比べて予期への依存が

高いことが特徴として考えられる．

　すなわち，編集過程皿は場面の時間因果的関係が

明瞭な映像事象を，予期的に編集するのに適した編

集過程であると考えられる．一方，．編集過程工は，

山本（1990b）が示すように，場面の時間因果関係
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が不明瞭な事象を編集するために大筋のプランを立

て，暫定的な編集を行った後，時間因果的に不明瞭

な箇所が発生した場合，修正によって対処する編集

過程であると再ぴ確認される．

　最後に，絵画の提示条件がもたらす認知的要請に

応じて，編集過程にシフトは認められなかった．本

研究の仮説では，編集方向の不均衡が編集過程のシ

フトを生じさせると考えられたが，結果は仮説を支

持しなかった．これには次の二つの解釈が可能であ

る．まず，本研究では，山本（1990b）に比べて，

編集のための認知的負担が軽減されていた．つまり，

用いる絵画が5枚と小数であった．しかし，こうし

た認知的負担の軽減によって，編集の不均衡が解消

されたのではないかとの考えである．

　もう一つは，本研究では，編集の方向性に不均衡．

を生じさせるために，提示様式を違わせた．すなわ

ち，発端部提示条件では編集が順向的に，結末部提

示条件では編集が逆向的になされるものと期待され

たていた．しかし，大人が複数の絵画を配列する時，

最初の一枚に拘束させることはむしろ少ないのでは

ないかとも推察される．しかし，いずれにしても，

これは今後の課題として残された1

要　約

　本研究では5枚の絵画配列課題を用いて，大人の

映像事象の系列的編集の過程が検討された．まず，

編集過程は予期と修正の観点から四つに分類され

た．そして，編集過程が一様ではなく，多様である

ことが示された．次に，認知的要請が編集過程に及

ぼす影響について検討した．その結果，場面間一の時

間因果的関係の明瞭性が，編集過程のシフトに影響

を及ぼすことが示された．そして，編集過程Iと編

集過程1が，場面問の時間因果的関係の明瞭性の点」

で，相互互換的であることが，認められた．そして，

分析の結果に基づいて，編集過程Iと編集過程Iが

特徴づけられた．
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